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第 20回日中国際学術セミナープログラム 

【11月12日（日）14:00-16:40】開会式および基調報告 

会場：島根県民会館303講義室 

 

13:30     開場 

14:00-14:15 開会式（司会：島根大学生物資源科学部教授 一戸 俊義） 

開会 

島根大学側歓迎挨拶（島根大学グローバル化推進担当理事 大谷 浩） 

寧夏大学側挨拶 

14:15-14:55 

島根-寧夏 五大学間連携 趣旨説明（一戸 俊義、10分） 

参加五大学によるビデオメッセージ放映（30分） 

14:55-15:10 休憩 

15:10-15:50 日本側基調報告 「安全で美味しい島根の県産品認証制度(島根県版ＧＡＰ)の取組み」 

 島根県農林水産部産地支援課 美味しまね・GAPスタッフ管理監 武田 昌司氏 

主任  大西 まどか氏 

15:50-16:00 休憩 

16:00-16:40 中国側基調報告 「中国における食糧生産効率に関する研究」 

  寧夏大学経済管理学院 学院長、教授 楊 国涛氏  ※オンライン報告 

 

【11月13日（日）10:00-16:00】分科会・個別報告 

会場：島根大学松江キャンパス 学生会館 

 

9:30    開場 

10:00-11:30【分科会① 園芸、栽培】（座長：一戸 俊義 島根大学生物資源科学部、教授） 

時 間 演 者 タイトル 

10:00-10:30 足立 文彦 

島根大学生物資源科学部、助教 

気候変動下でのさつまいもの食味食感 

10:30-11:00 江角 智也 

島根大学生物資源科学部、教授 

あんぽ柿の加工時に廃棄される柿皮を用いたシイ

タケの菌床栽培 

11:00-11:30 王 彬 

寧夏大学農学院、副教授 

アルカリ性土壌のトウモロコシ栽培区における土

壌改良物の違いが微生物環境と産量に与える影響 

※オンライン報告 

 

10:00-12:00【分科会② 農業経済、環境経済】（座長：関 耕平、島根大学法文学部、教授） 

時 間 演 者 タイトル 

10:00-10:30 胡 霞 

中国人民大学経済学院、教授 

劉 暁君 

中国人民大学経済学院、大学院

生（博士課程） 

六次産業化における農村振興主体の役割に関する

分析 

――中国浙江省何斯路村を例に 
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10:30-11:00 高 小西 

鳥取大学連合農学大学院、大学

院生（博士課程） 

Characteristics of Farmland Transfer in San’in 

Region, Japan 

11:00-11:30 陳 暁楠 

西北農林科技大学経済管理学

院、副教授 

黄河流域における「水-エネルギー-食糧-生態」の

関連生態リスク識別と優化管理 

11:30-12:00 大津 裕貴 

ダムの見える牧場、職員 

日本における環境酪農勘定の試作 

 

12:00-14:00 昼休憩 

 

14:00-15:00 【分科会③ 畜産】（座長：一戸 俊義、島根大学生物資源科学部、教授） 

時 間 演 者 タイトル 

14:00-14:30 一戸 俊義 

島根大学生物資源科学部、教授 

非食用海藻を用いた反芻家畜のメタン生産低減の

検討 

14:30-15:00 徐 暁峰 

寧夏大学動物科技学院、副学院

長、教授 

Study on Changes of Rumen Fermentation 

Parameters and Microbial Diversity in Weaning 

Calves           ※オンライン報告 

 

14:00-15:30 【分科会④ 貧困対策、住民福祉】（座長：関 耕平、島根大学法文学部、教授） 

時 間 演 者 タイトル 

14:00-14:30 蔵 志勇 

寧夏大学外国語学院、副教授 

寧夏西海固地域における絶対的貧困撲滅対策に関

する研究          ※オンライン報告 

14:30-15:00 張 麗霞 

西北農林科技大学経済管理学

院、大学院生（博士課程） 

食物に対するアクセスビリティが中国農村住民の

栄養健康状態に与える影響 

15:00-15:30 李 婉 

鳥取大学連合農学研究科、大学

院生（博士課程） 

樹木認知に関するテキストマイニング分析 

 

15:30-15:40 休憩 

15:40-15:55 総括（島根大学生物資源科学部教授 一戸 俊義） 

15:55-16:00 閉会あいさつ 

 

注意事項： 

・英語による報告を除き、全行程に日本語⇔中国語の逐次通訳が付きます。 

・個別報告は、報告20分（通訳時間含む）、質疑応答10分、合計30分です。 

・寧夏大学からの報告はオンラインとなります。 

 


